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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
、
町
政
に
お

寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
ご
支
援
、

ご
協
力
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済

効
果
を
訴
え
て
い
ま
す
が
、
地
方
へ
の

波
及
効
果
は
ま
だ
ま
だ
低
調
で
あ
り
ま

す
。
国
政
で
の
政
権
の
安
定
に
よ
る
地

方
経
済
へ
の
強
力
な
カ
ン
フ
ル
剤
効
果

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

社
会
保
障
、
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
財
源

不
足
等
課
題
が
山
積
す
る
中
、
国
民
が

将
来
に
亘
り
平
和
で
安
全
、
安
心
で
き

る
政
治
決
断
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

町
政
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
26 

か
ら
30
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
池
田
町
総
合
計
画　

後
期

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
町
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
前
期
基
本
計
画
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
や
成
果
、
課
題
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
踏
ま
え
、
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
ハ
ー
ド
面
で
は
、
北
ア
ル
プ

ス
展
望
美
術
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導

入
や
、
国
の
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
等
交
付
金
を
活
用
し
て
の
施
設
整
備
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
た
基

本
構
想
の
策
定
、
町
道
大
峰
線
（
七
色

大
カ
エ
デ
手
前
の
大
カ
ー
ブ
）
拡
幅
改

良
、
防
災
対
策
と
し
て
各
地
区
消
防
詰

所
の
建
て
替
え
着
手
お
よ
び
防
災
行
政

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
や
ハ
ー
ブ
セ
ン

タ
ー
前
へ
の
足
湯
の
設
置
な
ど
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
都
会
よ
り
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
、
特
産
品
開
発

や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
町
お
こ
し
に
外
部
の

風
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
第
１
回
の
ワ
イ
ン
祭

は
入
場
チ
ケ
ッ
ト
が
す
ぐ
に
完
売
す
る

ほ
ど
の
大
盛
況
と
な
り
、
当
日
は
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
北
ア
ル
プ
ス
の
素
晴
ら

し
い
眺
望
と
ワ
イ
ン
を
心
行
く
ま
で
満

足
頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら

は
、
ぜ
ひ
来
年
も
開
催
を
と
の
熱
い
激

励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
。
早
期
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
実

現
に
つ
な
げ
た
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

財
政
状
況
は
、
お
陰
様
で
決
算
に
お

い
て
財
政
健
全
化
判
断
の
実
質
公
債
費

比
率
が
6.3
％
と
な
り
、
県
下
77
自
治
体

の
19
位
と
好
転
し
ま
し
た
。
財
政
積
立

金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
約
18
億
３
千
万

円
と
な
り
、
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
特
に
国
の
交
付
金

を
活
用
し
た
「
社
会
資
本
総
合
整
備
年

計
画
」
に
よ
る
公
民
館
や
図
書
館
の
建

て
替
え
を
始
め
と
す
る
ま
ち
な
か
活
性

化
事
業
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
構
想
の
具
体
化
や
農
商
工
の
振

興
に
よ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
創

出
、
あ
ゆ
み
野
住
宅
地
分
譲
に
よ
る
若

者
定
住
施
策
の
推
進
や
子
育
て
・
福
祉
・

医
療
体
制
の
充
実
、
公
共
施
設
の
耐
震

整
備
等
に
よ
る
安
心
安
全
な
住
環
境
の

整
備
、
町
の
財
産
で
あ
る
美
し
い
北
ア

ル
プ
ス
の
眺
望
と
田
園
風
景
を
保
全
・

継
承
す
る
た
め
の
取
り
組
み
等
の
施
策

な
ど
に
重
点
を
置
き
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
十
分
留

意
し
、
効
率
的
で
無
駄
の
な
い
、
費
用

対
効
果
、
将
来
戦
略
に
も
配
慮
し
た
町

政
運
営
を
職
員
一
同
心
が
け
て
い
く
次

第
で
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
役
場

行
動
目
標
を
「
夢
」
「
希
望
」
「
挑
戦
」

「
実
践
力
」
「
人
間
力
」
と
し
て
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

大
町
、
白
馬
、
小
谷
地
域
で
の
地
震

災
害
の
お
見
舞
い
と
早
期
の
復
興
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

健
康
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

池田町長
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●
個
人
の
白
色
申
告
の
方
で
事
業
や
不
動
産
貸
付
等
を
行

　

う
全
て
の
方
は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書

　

類
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

・
対
象
と
な
る
方

　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き

業
務
を
行
う
全
て
の
方
で
す
。

※
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
方

　

も
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
記
帳
す
る
内
容

　

取
引
の
年
月
日
、
売
上
先
・
仕
入
先
そ
の
他
の
相
手
方

の
名
称
、
金
額
、
日
々
の
売
上
げ
・
仕
入
れ
・
経
費
の
金

額
等
を
帳
簿
に
記
載
し
ま
す
。

　

記
帳
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な

く
日
々
の
合
計
金
額
を
ま
と
め
て
記
載
す
る
な
ど
、
簡
易

な
方
法
で
記
載
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
帳
簿
等
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
の
ほ
か
、
取

引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た
請
求
書
・
領

収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　

大
町
税
務
署　
　

℡
22
‐
０
４
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
課
課
税
係　

℡
62
‐
３
１
３
１

   
白
色
申
告
の
方
の
記
帳
・

          
帳
簿
等
の
保
存
制
度
に
つ
い
て

   

池
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報

欠
落
号
に
つ
い
て

あ
と
２
部
で
す

　

記
念
誌
編
集
委
員
会
で
捜
索
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
２
部
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
立
ち
上
げ
た
委
員
会
で
す
が
、

新
聞
や
広
報
で
の
呼
び
か
け
に
始
ま
り
、

過
去
の
記
録
を
基
に
問
い
合
せ
や
町
内
で

の
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
、
捜
索
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
「
あ
る
は
ず
が
な
い
」
と

い
う
方
か
ら
も
「
見
つ
か
り
ま
し
た
」
と

の
連
絡
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

過
去
35
年
分
の
会
報
誌
に
は
、
現
在
の

池
田
小
学
校
へ
と
つ
な
が
る
記
事
が
た
く

さ
ん
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
や
が
て
１
０
０

周
年
へ
と
つ
な
が
る
貴
重
な
記
録
で
す
。

　
　現

在
の
欠
落
号

・
66
号
（
昭
和
56
年
３
月
発
行
）

・
73
号
（
昭
和
59
年
４
月
発
行
）

捜
索
方
法
と
し
て

・
当
時
の
ア
ル
バ
ム
や
通
知
表
な
ど
に
挟

　

み
込
ん
で
い
な
い
か
確
認
し
て
み
る

・
卒
業
証
書
の
筒
に
証
書
と
と
も
に
保
管

　

し
て
い
な
い
か
確
認
し
て
み
る

　　

昭
和
56
年
頃
か
ら
引
っ
越
し
を
さ
れ
て

い
な
い
方
や
、
当
時
の
在
校
生
（
現
在
33

歳
～
45
歳
）
の
方
、
そ
の
家
族
の
方
、
当

時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部
の
役
員
の
方
、
現
在

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
方
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

欠
落
分
の
会
報
を
見
つ
け
た
下
さ
っ
た

方
に
は
、
65
周
年
記
念
誌
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

問
い
合
せ
・
連
絡
先

　
　

池
田
小
学
校　

℡
62
‐
２
０
０
６
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選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
投
票
区
間
で
選
挙
人
数
の
差
が
大
き

く
、
利
便
性
や
公
平
性
の
確
保
、
小
規
模
投
票
区
に
お
け
る
投
票
管

理
者
や
立
会
人
の
選
任
負
担
の
解
消
を
図
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
投
票

区
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

１　

見
直
し
の
目
的

(1) 

有
権
者
数
、
投
票
所
ま
で
の
距
離
、
投
票
所
数
の
設
置
状
況
等

　

に
よ
る
各
地
区
間
の
不
均
衡
の
是
正
を
図
り
ま
す
。

(2) 

投
票
管
理
者
及
び
立
会
人
の
選
任
並
び
に
投
開
票
事
務
従
事
者

　

を
確
保
し
や
す
く
し
ま
す
。

(3) 

選
挙
の
管
理
執
行
事
務
及
び
経
理
等
の
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

２　

見
直
し
の
方
針

(1) 

各
投
票
区
の
適
正
規
模
を
概
ね
７
０
０
人
か
ら
２
，
０
０
０
人

　

の
範
囲
内
と
し
、
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
が
７
０
０
人
未
満
の
投

　

票
区
は
統
合

(2) 

投
票
所
ま
で
の
距
離
、
各
投
票
区
で
の
有
権
者
数
の
均
一
化
等

　

を
踏
ま
え
、
町
全
域
の
投
票
区
の
公
平
性
に
配
慮
し
な
が
ら
投
票

　

所
の
広
さ
、
駐
車
場
の
確
保
が
図
ら
れ
、
場
所
が
分
か
り
や
す
い

　

施
設
と
な
る
よ
う
選
定

投
票
区
見
直
し
の

　
　
　
　 

検
討
に
つ
い
て

（人数は平成 26 年長野県知事選挙有権者数）

現
行
（
10
投
票
区
）

見
直
し
後
（
７
投
票
区
）

投票所数を現状の 10 か所から７か所とします

10
か
所
平
均　

８
６
４
人

７
か
所
平
均　

１
，
２
３
５
人

県選挙啓発マスコット
ほたりちゃん

３　

見
直
し
の
概
要
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４　

意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て

　　

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
上
で
、
再
度
検
討
し
、

選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定
後
、
平
成
27
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
か

ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

(1) 

募
集
期
間　

12
月
24
日
（
水
）
か
ら
平
成
27
年
１
月
26
日
（
月
）

　

ま
で
で
す
。

(2) 

対
象
者　

町
内
に
お
住
ま
い
の
方

(3) 

提
出
方
法　

任
意
の
様
式
に
、
ご
住
所
、
お
名
前
、
ご
連
絡
先

　

を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
電
話
・
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は
お
受
け

　

い
た
し
ま
せ
ん
。
）

(4) 

提
出
先

・
郵
送
の
場
合　

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　

池
田
町
大
字
池
田

　

３
２
０
３
番
地
６　

池
田
町
選
挙
管
理
委
員
会

・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合　

62
‐
９
４
０
４

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合　

soum
u@

tow
n.ikeda.nagano.jp

※
い
ず
れ
の
場
合
も
件
名
は
「
投
票
区
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
と
し

　

て
く
だ
さ
い
。

(5) 

そ
の
他　

応
募
の
あ
っ
た
意
見
や
回
答
は
、
広
報
い
け
だ
お
よ

　

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
き

　

ま
し
て
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

問
い
合
せ
先

　
　
　
　
　

池
田
町
選
挙
管
理
員
会 

（
役
場
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　

℡
62
‐
３
１
３
１

投
票
日
に
投
票
へ
行
け
な
い
方
の
た
め
の
…

   

期
日
前
投
票
制
度
が
便
利
で
す

　
投
票
日
に
都
合
が
悪
く
投
票
に
行
け
な
い
…
。
そ

ん
な
場
合
で
も
「
期
日
前
投
票
」
制
度
を
利
用
す
れ

ば
、
買
い
物
や
通
院
、
ま
た
通
勤
帰
り
の
時
間
を
利

用
し
て
、
選
挙
日
の
前
に
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
期
日
前
投
票
は
、
平
成
15
年
に
制
度
化
さ
れ
ま

し
た
。
池
田
町
（
先
の
衆
議
院
選
）
で
は
投
票
者

全
体
の
30
％
が
利
用
さ
れ
、
増
加
の
傾
向
で
す
。

・
ど
ん
な
理
由
な
ら
利
用
で
き
ま
す
か
？

　

投
票
日
の
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
レ

ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
や
地
域
行
事
の
役
員
の
予
定
、

入
院
の
予
定
が
あ
る
等
の
人
が
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
期
日
前
投
票
は
い
つ
か
ら
で
き
ま
す
か
？

　

告
示
日
（
公
示
日
）
の
翌
日
か
ら
、
投
票
日
の

前
日
ま
で
で
す
。

　

町
長
選
挙
…
…
…
…
…
４
日
間

　

町
議
選
挙
…
…
…
…
…
４
日
間

　

県
議
選
挙
…
…
…
…
…
８
日
間

　

衆
議
院
選
挙
…
…
…
…
11
日
間

　

県
知
事
選
挙
…
…
…
…
16
日
間

　

参
議
院
選
挙
…
…
…
…
16
日
間

・
受
付
時
間
は
何
時
か
ら
何
時
ま
で
？

　

期
間
中
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

で
も
開
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
時
に

ご
利
用
で
き
ま
す
。

・
持
ち
物
は
あ
り
ま
す
か
？

　

投
票
所
入
場
券
（
圧
着
式
ハ
ガ
キ
で
郵
送
さ
れ
ま

す
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

・
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

　

役
場
２
階
の
中
会
議
室
で
す
。
階
段
が
利
用
し

に
く
い
方
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

・
投
票
所
で
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

「
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
場
券
と

と
も
に
受
け
付
け
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場

券
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
受
け
付
け
で
そ

の
旨
を
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
再
発
行
を
行
い

ま
す
。
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おらが部隊の
ナンバーワン

分団長　矢口　信夫　

第 4 分団 2 部　

　日頃から皆様には大変お世話になっております。
　私たちは、池田町南端の東山と高瀬川の間の田園が広がる地域を担当しております。
　最近では県北部を中心とする大きな地震があり、大変な被害がありました。この池
田町にもいつ地震が起こるかわからない今日、万が一の有事に対応できるよう、仲間
と共に消火訓練や防災活動、そして大いにコミュニケーションをとり、消防団活動に
努めております。
　地域の皆様には多大なご協力をいただき、ありがとうございます。これからもしっ
かり励んでまいります。
　最後になりますが、今現在ベテラン団員が多数頑張っていますが、言い換えると高
齢化が進んでいるということです。
　そこで・・・。若人のパワーを熱望します！　ぜひ入団を！　随時新入団員募集中です。

第 4 分団 2 部の紹介

▶ 推薦人：滝澤　俊平（36 歳）

▶ 本人コメント

滝沢　広（29 歳）中之郷

池田町消防団報 Vol.20

～私たちが頑張っています～

　担当地区：鵜山・中之郷・南台
　団員数：25 人（うちラッパ 1 人、救護 2 人）主な装備：可搬ポンプ積載車 2 台

　
4 分団 2 部からは、期待の新人ひろし君を推薦させて

もらいます。
　ひろし君は人一倍まじめで一生懸命物事に取り組む好
青年です。時に真面目すぎて突き抜けてしまったり、お
酒を飲みすぎてスーパーひろし君になってしまったりし
ますが、今だからこそ彼のような真面目で一直線な人材
が必要なのです !!　これからの消防を背負っていくであ
ろう（？）ひろし君。頑張れひろし！　翔べひろし！

　池田町に引っ越して右も左もわからない中、消防団に
入り、先輩方に消防の事、池田町の事をいろいろ教えて
もらいました。
　今では池田町を守りたい気持ちがより一層強くなりま
した。一日も早く、先輩方のような消防団員になれるよ
う精進してまいります。

分 団 紹 介
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-------------------------------------------------------------（切り取り線）-------------------------------------------------------------------------

町制施行 100 周年・合併 60 周年記念キャッチフレーズ応募用紙

町制施行 100 周年・合併 60 周年記念

キャッチフレーズ募集
　池田町は平成 27 年 4 月 1 日に、町制施行 100 周年・合併 60 周年の節目を迎えます。現在、その記念すべき
年をどのように盛り上げていくか庁内でプロジェクトチームを結成し検討しています。そこで、町民の皆さんに
もその一端を担っていただこうと町制施行 100 周年・合併 60 周年のキャッチフレーズを募集します。

■応募条件
・町制施行 100 周年・合併 60 周年を迎える池田町へ
　の思い、これからの池田町への期待などを表現した
　もので、だれにでも分かりやすく、親しみやすいも
　のとしてください。
・文字数は 20 文字程度以内に収めてください。
・キャッチフレーズは「町制施行 100 周年・合併 60
　周年」という言葉と一緒に使われます。（前後いず
　れか）

■応募資格
・町内在住、在学、在勤の方ならどなたでも応募でき
　ます。
■募集期間
・1 月 5 日（月）～ 2 月 13 日（金）
　※郵送の場合は当日消印有効
■応募方法
・下記の応募用紙に必要事項を記入の上、メール・

ファックス・郵送のいずれかでご応募ください。
・メールの場合は応募用紙に記載された項目をメール
　本文に記載し、題名を「キャッチフレーズ応募」と
　してください。

■選考方法・発表
・応募された作品は、事業検討プロジェクト会議およ
　び町長により選考します（2 月下旬予定）。
・選出作品については、受賞者本人に通知するととも

に、広報および町ホームページ等で発表します。受
賞者以外の方へは通知いたしませんのでご了承くだ
さい。

・受賞者については、町制施行 100 周年・合併 60 周
　年記念式典（10 月頃を予定）で、表彰を行う予定
　です。
■賞
・最優秀賞 1 点　賞状および副賞（5 千円程度の記念品）
■最優秀作品の取り扱い
・最優秀作品（採用作品）は、記念事業のキャッチフ
　レーズとして、懸垂幕、広報、町ホームページ、各
　種印刷物など記念事業の PR に活用します。
■注意事項
・応募作品は自作の未発表作品とし、採用作品の著作
　権など一切の権利は、町に帰属するものとします。
・第三者からの権利侵害などの苦情が生じた場合は、
　応募者本人の責任で解決してください。
・応募作品に係る個人情報については、他の目的で使
　用することはありません。
■問い合せ・応募先
　〒 399-8696　池田町大字池田 3203-6　
　総務課町づくり推進係　℡ 62-3129　FAX62-9404
　メール　machi@town.ikeda.nagano.jp

＜キャッチフレーズイメージ例＞

「100 周年　みんなで祝おう　池田町」

町制施行 100 周年・合併 60 周年

　　   ふ　り　が　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
年齢

　　　　
歳

　  
連絡先電話番号　

　
　-　　　　-

　      

    氏　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
住　　　　　所

　　　〒　　　-　　　　

　　　　　

   キャッチフレーズ

（20 文字程度以内）

 キャッチフレーズに

   込めた思い・説明

広報いけだ 7



　
☆開館時間 火・・・・・・午後    1 時 ~ 午後 6 時
 水・木・金・・午前 10 時 ~ 午後 6 時
   土・日・・・・午前 10 時 ~ 午後 5 時
☆ 1 月の休館日　　　　　1 ～ 3・5・12・19・26・27 日

（27 日は月末館内整理日です）

その他の新着書
晩鐘　　　　　　　　　　　　佐藤愛子
波止場浪漫　　　　　　　　　諸田玲子
マル暴甘糟　　　　　　　　　　今野敏
ルール　　　　　　　　　　　堂場瞬一
忍者物語　　　　　　　　　　　東郷隆
通り魔　　　　　　　　　　嶽本野ばら
図書館奇譚　　　　　　　　　村上春樹
悪い恋人　　　　　　　　　　井上荒野
い の ち の 姿　　　　　　　　　 宮 本 輝
まばたき　　　　　　　　　  酒井駒子

ク ラ ゲ の 不 思 議　 　　　　　 三 宅 裕 志
本 の 力　　　　　 　　　  　　 高 井 昌 史
気障でけっこうです　　　　小嶋陽太郎
営繕かるかや怪異譚　　　　小野不由美
モナミは時間を終わらせる？　　　　　
　　　　　　　　　　　はやみねかおる
おばあちゃんのななくさがゆ　　　　　
　　　　　　　　　　　 野 村 た か あ き
季節を食べる冬の保存食・行事食　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 濱 田 美 里

私の小さなアクアリウム
～手づくり超ミニ水族館

ポトリウム ~
田畑 哲生 著

（ブティック社）
　小さなボトルや容器に水
草や魚などを入れ、美しい
ミニアクアリウムを作りま
しょう。癒されますよ。

開運えほん
かんべ あやこ 作

（あかね書房）
　新年が良い年になる
よう、日本のお正月に
は様々な「開運の願い」
がこめられています。
そのいわれを知り、一
緒にやってみたくなる
絵本です。

脱 ･ 限界集落株式会社
黒野伸一 著
（小学館）

　多岐川優が過疎高齢化に
悩む故郷を、村ごと株式会
社化することで救ってから
４年が経った。止村は安
定的に発展している。しか
し、駅前商店街に再開発計
画が 持ちあがり…。

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

　『こどもが作る短歌・俳句・詩』作品展示中
　池田小学校・会染小学校・高瀬中学校・安曇養護学校
の児童・生徒の作品約 450 点を館内に展示しています。
期間は 1 月中旬までです。どうぞご覧ください。

『あそぼうあそぼうお正月』開催　
　１月 6 日（火）1 時 30 分～　会場：2 階児童図書室
　かるた、すごろく、あやとりなど 昔か
らの室内遊びで 楽しいひとときをすごし
ましょう。

地
域
の
保
育
園　

小
学
校
と
の
交
流
会

　

安
曇
養
護
学
校
で
は
、
開
校
当
初
よ
り

地
域
の
方
た
ち
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し

た
活
動
を
継
続
し
て
き
て
い
ま
す
。
小
学

部
で
は
、
今
年
も
保
育
園
や
小
学
校
の
み

な
さ
ん
と
、
春
秋
合
わ
せ
て
６
回
の
交
流

会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

会
染
保
育
園
の
み
な
さ
ん
と
は
、
こ
い

の
ぼ
り
運
動
会
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
、

保
育
園
に
低
学
年
の
児
童
が
伺
い
、
一
緒

に
水
遊
び
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
当
日
に

向
け
、
養
護
学
校
で
も
練
習
し
た
ダ
ン
ス

を
一
緒
に
元
気
よ
く
踊
っ
た
り
シ
ャ
ボ
ン

玉
や
色
水
遊
び
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
姿
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

低
学
年
の
児
童
が
会
染
小
学
校
の
４
年

生
の
み
な
さ
ん
と
、
高
学
年
の
児
童
が
池

田
小
学
校
の
６
年
生
の
み
な
さ
ん
と
、
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。
春
に
は
本
校
に
来

て
も
ら
い
、
サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
や
子
ど
も

た
ち
が
日
頃
遊
ん
で
い
る
遊
び
を
一
緒
に

楽
し
み
交
流
し
ま
し
た
。

　

秋
の
交
流
会
は
、
各
小
学
校
に
伺
い
、

体
育
館
に
開
設
さ
れ
た
あ
そ
び
広
場
を
中

心
に
、
沢
山
の
遊
び
を
通
し
て
関
わ
り
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
準
備
し
て

も
ら
っ
た
遊
び
は
、
本
校
の
児
童
が
楽
し

め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
交
流
中
の
子
ど
も
た
ち
は
ペ

ア
を
組
み
、
自
然
に
手
を
つ
な
い
だ
り
言

葉
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
た
や
り
と
り

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
互
い
の
こ
と
を
理

解
し
合
い
関
わ
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
の
中
で
の
学
び
や
体
験
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
大
き
く
成
長
し

て
い
く
こ
と
を
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
大

切
な
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　安　曇　養　護　学　校

7 月　会染保育園で
天候に恵まれ、芝生の上を裸足で駆
け回り、シャボン玉遊びを楽しみま
した。
「大きなシャボン玉ができたよーっ！」

6 月　会染小の皆さんと
サ ー キ ッ ト 遊 び を 楽 し み ま し
た。話をしながら遊ぶ姿も見ら
れました。

6 月　池田小の皆さんと
本校の子どもたちの得意な積
み木リレー遊びをしました。
「がんばれーっ！」

←
10 月　会染小で
新聞プールで感覚
遊びを一緒に楽し
みました。

→
11 月　会染小で

玉入れ遊び。
「これなら、大丈夫」
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◆
活
動
の
窓
◆

■
ふ
る
チ
ャ
レ
塾　

９
月
13
日

　

今
回
の
塾
で
は
「
お
や
き
作
り
」
を

体
験
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
お
や
き
は
保

存
食
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
お
り
、
固
さ

や
香
ば
し
さ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
は
食
べ
る
の
が
主
の
子
ど
も
た

ち
で
す
が
、
今
回
は
自
分
で
作
っ
て
み

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
茄
子
を
包
丁
で
切
る
班
と
、

小
麦
粉
を
練
る
班
に
分
か
れ
て
準
備
を

し
ま
し
た
。
普
段
、
自
宅
で
料
理
を
し

て
い
る
子
も
い
て
、
包
丁
を
う
ま
く
使

っ
て
い
ま

し
た
。
小

麦
粉
は
水

の
加
え
具

合
や
練
り

方
に
注
意

し
、
大
人

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
力
を
入
れ
て
練

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
灰
に
包
ん

で
焼
く
と
い
う
昔
な
が
ら
の
方
法
で
焼

き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
同
じ
も
の
を
共
同
で
作

る
と
い
う
事
を
学
び
、
み
ん
な
で
調
理

を
す
る
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
出
来
上

が
り
を
待
ち
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
熱
々
の
お
や
き
を
食

べ
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
作
っ
た
物
を

食
べ
る
の
は
お
い
し
い
も
の
で
す
。

　

今
回
は
広
津
の
宮
本
義
郎
さ
ん
ご
夫

妻
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
わ
か
な
塾　

10
月
９
日

　

わ
か
な
塾
最
後
の
講
座
は
、
相
道
寺

の
「
ふ
る
さ
と
体
験
村
」
で
箱
膳
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

「
ぬ
か
く
ど
」
で
炊
い
た
ご
は
ん
・
箸

が
立
つ
く
ら
い
の
具
だ
く
さ
ん
の
お
味

噌
汁
・
に
じ
ま
す
の
塩
焼
き
・
秋
野
菜

の
煮
物
・
さ
さ
げ
の
エ
ゴ
マ
和
え
の
一

汁
三
菜
の
料
理
を
箱
膳
に
用
意
し
ま
し

た
。
料
理
の
並
べ
方
や
、
お
箸
の
作

法
、
ご
飯
と
み
そ
汁
、
ご
は
ん
と
お
か

ず
を
口
の
中
で
味
わ
う
「
口
中
調
味
」

な
ど
、
箱
膳
か
ら
学
ぶ
「
食
と
農
の
文

化
」
を
講
師
の
池
田
玲
子
先
生
に
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
、
楽
し
い
食
事

会
で
し
た
。

　

小
さ
い
頃
箱
膳
を
使
っ
て
い
て
懐
か

し
く
感
じ
る
方
か
ら
、
箱
膳
体
験
は
初

め
て
と
い
う
方
な
ど
、
い
ろ
ん
な
年
代

の
方
に
和
食
文
化
の
奥
深
さ
に
触
れ
て

い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

箱
膳
に
は
「
食
べ
ご
と
文
化
」
を
伝

え
る
四
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
体
に
良
く
、
近
く
で
と
れ

た
季
節
の
物
を
食
べ
る
。
二
つ
目
は
家

族
や
仲
間
と
一
緒
に
食
べ
て
絆
を
結
ぶ
。

三
つ
目
に
食
べ
物
の
い
の
ち
・
自
然
・

先
祖
へ
の
感
謝
。
四
つ
目
に
ふ
る
さ
と

の
地
域
を
作
る
。
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

作
法
は
す
べ
て
一
緒
に
食
べ
る
相
手

に
対
す
る
気
遣
い
、
心
配
り
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
昨
今
話
題
に
な
っ
た
「
お

も
て
な
し
」
は
、
和
食
の
文
化
か
ら
生

ま
れ
た
日
本
の
素
敵
な
文
化
で
あ
る
こ

と
を
再
確
認
し
、
次
世
代
に
伝
え
て
い

く
使
命
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
は
池
田
町
の
食
文
化
や
伝
統
、

習
慣
を
調
べ
、
そ
れ
も
次
世
代
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
せ
先

　

池
田
町
公
民
館　

℡
62
―
２
０
５
８

■
第
20
回
池
田
町
ソ
フ
ト

　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　

11
月
23
日
池
田
町
総
合
体
育
館
に
て

開
催
し
た
今
大
会
は
、
20
回
目
と
な
る

節
目
の
大
会
で
あ
り
、
先
日
開
催
し
た

ス
ポ
ー
ツ
合
コ
ン
（
ス
ポ
コ
ン
）
の
参

加
者
を
招
待
し
、
全
16
チ
ー
ム
に
て
優

勝
を
目
指
し
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
団
体
ス
ポ

ー
ツ
な
ら
で
は
の
チ
ー
ム
一
体
感
を
感

じ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
合
優
勝　

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｕ
・
Ｈ
Ｗ

総
合
準
優
勝　

ハ
イ
オ
ク
満
タ
ン

総
合
第
三
位　

池
田
少
年
野
球

■
第
27
回
全
国
健
康
福
祉
祭

と
ち
ぎ
大
会
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

栃
木
２
０
１
４

開
催
日
：
10
月
４
日
～
７
日

開
催
地
：
栃
木
県

出
場
者
：
内
川
尊
文
さ
ん
（
三
丁
目
）

種　

目
：
サ
ッ
カ
ー

結　

果
：
（
長
野
）
４
対
０
（
滋
賀
）

以
降
の
試
合
は
台
風
の
た
め
中
止

■
第
９
回
北
信
越
小
中
学
生

　
　
　
　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

開
催
日
：
10
月
19
日

開
催
地
：
松
本
市

出
場
者
：
竹
内
絃
喜
さ
ん
（
滝
南
）

結　

果
：
優
勝

感
想
等
：
各
県
ト
ッ
プ
選
手
が
集
ま
る

　

高
レ
ベ
ル
の
大
会
で
自
分
の
持
ち
味

　

を
十
分
に
発
揮
し
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

　

勝
ち
上
が
り
、
決
勝
戦
で
は
県
予
選

　

で
戦
っ
た
相
手
と
の
リ
タ
ー
ン
マ
ッ

　

チ
を
制
し
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
し
た
。

■
池
田
ミ
ニ
バ
ス
男
子 

快
挙
！

　

池
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
男
子
（
松
田
歩
主
将
：
会
染
小
６

年
）
は
11
月
１
・
２
日
に
開
催
さ
れ
た

第
39
回
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
中
南
信
地
区
大
会
で
準
優
勝
し
、

初
の
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

全
国
に
つ
な
が
る
小
学
生
バ
ス
ケ
最

高
峰
の
同
大
会
に
初
挑
戦
し
、
結
果

を
出
し
ま

し
た
。
松

田
主
将
は

「
一
つ
で

も
上
に
進

め
る
よ
う

頑
張
り
ま

す
」
と
大

会
の
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。　

問
い
合
せ
先

　

総
合
体
育
館　

℡
62
―
７
６
５
４

総
合
体
育
館
よ
り

公
民
館
よ
り

小麦粉を練る塾生

箱膳料理を作り試食する塾生

快挙を達成したメンバー

広報いけだ 9



　池田町の皆様、はじめまして。

地域おこし協力隊員の川田で

す。今月から、協力隊の活動

を皆様に紹介したいと思い

ます。

　８月の末に着任してから、

色々な場所に顔を出させて頂

いています。大かえで倶楽部

（総合型スポーツクラブ）の教室

のお手伝いや、保育園の行事の企画、高齢者を対象に地

域に出向いて運動交流会をさせて頂いたりもしています。

これからも少しずつ、地域の中に入って活動の輪を広げ

ていきたいと思います。

　また、プライベートでも登山をしたり、マウンテンバ

イクにチャレンジするなど、この環境ならではのスポー

ツアクティビティを満喫しています。町で見かけたら、

是非気軽に声をかけてください。

・東山をマウンテン
　バイクで

・鵜山運動交流会

・会染保育園親子　レクリエーション

・町のスポーツ推進員と
　スポコン

goodMorning

先進地視察研修町民号を開催しました

　11 月 26 日に「日本で最も美しい村」連合に加盟する地域を訪れる
視察研修町民号を開催し、町民・町関係者含め 36名の方に参加いただ
きました。
　３回目となる今回は岐阜県東白川村を訪問し、地域資源である白川
茶や東

とうのう

濃ひのきなどを活用する取組みを中心に説明を受けた後、地域
の食材のみを扱って運営しているレストランや、白川茶にこだわった
道の駅などを視察しました。
　参加された方からは「村にある資源を上手に利用して、村ぐるみで
基幹産業を立て直しているところに感銘を受けた」「池田町でもアイ
ディアを出し合えばまだまだ利用できるものが見つかると思う」と
いった感想をいただきました。
　今後も同様の取り組みを重ね、町の皆さんと共に美しいまちづくりに取り組んでいきます。

問い合せ先　総務課町づくり推進係
℡ 62-3129

広報いけだ 10



セカンドブック・プレゼント赤田工業㈱ふるさと企業大賞を受賞

　12 月 2 日、町内の 2 小学校において 1 年生を対象と

したセカンドブックプレゼントが行われました。

　事前にリストから選んだ本を入れた袋が一人一人に手

渡されると、待ちきれずにその場で袋の中を覗き込む姿

がありました。また、教室に戻ると、お互いに選んだ本

を見せ合ったり、夢中になって読み始めたりと、とても

嬉しそうでした。

　この試みは保護者と児童が一緒に本に親しみ、読書意

欲を高めてもらおうとする目的で、池田町教育委員会が

平成 23 年から行っています。

青色防犯パトロールに感謝 高瀬中で音楽鑑賞開催

　10 月 30 日、地域総合整備財団が主催している「ふ

るさと企業大賞（総務大臣賞）」を赤田工業㈱（赤田弥

寿文社長）が、受賞しました。

　この賞は、地方公共団体が支援する「ふるさと融資」を

活用し、地域への経済効果や雇用の推進など魅力ある地

域づくりに貢献していると認められた事業所に贈られ、今

年度は全国 9 事業所、県内で 2 事業所が受賞しました。

　赤田工業は技術者の育成と、学生などの職業体験やイ

ンターンシップの受け入れなどの貢献が高く評価された

ことにより、受賞となりました。

　10 月 27 日、高瀬中学校体育館で【山下次郎ｍｅｅｔｓ

アラカルト】と銘打ち、中学生を対象とした音楽鑑賞会が

開催されました。

　ただイスに座って演奏を聴くだけではなく、立ち上が

り色々な動きをしながら、体で音楽を感じるパワフルな

音楽鑑賞会に、生徒も先生も大いに盛り上がりました。

　山下次郎さんは、北アルプス展望美術館に納められて

いる風景画家の山下大五郎さんのお孫さん。東京ディズ

ニーリゾートへの出演等のエンターテイメント活動を

行っています。

　11 月 11 日と 17

日、 町 内 の 2 小 学

校において池田町

青色防犯パトロー

ル（ 通 称 青 パ ト ）

に対する感謝の会

が行われました。

　校長先生による青

パトについてのお話

の後、児童代表から「私たちの安心と安全のためにいつも

ありがとうございます」とお礼の言葉が送られました。

　青パトは平成 16 年に制度化され、今年で 10 年を迎

え ま し た。 ボ ラ ン

ティアの皆さんと

役場職員により、青

色回転灯を搭載し

た 車 両 で、 登 下 校

時に見回りを行っ

ています。

池田小にて

会染小にて

広報いけだ 11



花
八
つ
手
町
に
ひ
と
つ
の
診
療
所 

石
原
　  

孟  

（
南
　
台
）

淡
々
と
日
暮
と
な
り
ぬ
花
八
つ
手 

勝
野
　
雪
枝
（
鵜
　
山
）

紅
葉
狩
木こ
か
げ陰
に
猿
の
群
れ
集つ
ど

う 

菊
島
　  

進  

（
滝
の
台
）

陶と
う
こ
う工

の
山
深
く
住
む
谷
紅
葉 

巣
山
希
沙
子
（
三
丁
目
）

愛
犬
の
甘
え
寝
こ
ろ
ぶ
草
も
み
じ 

中
沢
初
恵
（
十
日
市
場
）

分
け
入
り
て
野や
え
ん猿
を
友
の
紅
葉
狩 

中
野
　
潤
一
（
吾
妻
町
）

恥は

ず
か
し
さ
笠
に
隠か
く

し
て
風
の
盆 

橋
戸
　
利
司
（
南
　
台
） 

来
客
の
笑
い
も
れ
来
る
白
障
子 

平
林
扶
見
子
（
三
丁
目
）

夕
暮
の
チ
ャ
イ
ム
聞
き
つ
つ
枯
野
道 

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
）

ほ
ろ
酔
い
の
ワ
イ
ン
祭
や
草
も
み
じ 

横
山
さ
ゆ
み
（
林
　
中
） 

　
　
　
　
　
　
※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
。
掲
載
は
氏
名
五
十
音
順
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

3 月号掲載俳句募集
　はがきに作品 1 点を記入

し、1 月末日までに投稿して
ください。対象は町内在住の
方のみです。作品には①地区
名②氏名③電話番号④中学生
以下の方は学校名と学年を明
記してください。投稿多数の
場合は、選者により選考（10
句以内）して掲載します。な
お、選者により語句の訂正等
をさせていただく場合があり
ますので、ご了承ください。
■あて先 
　〒 399-8696 住所不要）
　池田町役場総務課総務係
　℡ 62-3131

作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら　

な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

海の「もしも」は 118 番

　1 月 18 日は「118 番の日」です。

118 番は、海上保安庁の緊急通報

用電話番号です。会場における事

件・事故など次のような場合に通報

してください。

○海難や人身事故に遭遇した。また

は目撃した。

○油の流出等を発見した。

○見慣れない船、不審な船を発見した。

○密航や密輸事件等の譲歩を得た。

※通報時は「いつ」「どこで」「な

にがあった」などを簡潔に落ち着い

て通報してください。

【問】第九管区海上保安本部　総務課

広報・地域連携室　℡ 025-285-0118

戦没者遺児による
慰霊友好親善事業参加者募集

　（財）日本遺族会では「戦没者遺

児による慰霊友好親善事業」の参加

者を募集しています。

　同事業は厚生労働省から補助を受

け実施しており、先の大戦で父等を

亡くした戦没者の遺児を対象とし

て、父等の戦没した旧戦域を訪れ、

慰霊追悼を行うとともに、同地域の

住民と友好親善をはかることを目的

としています。

　参加費用は 9 万円です。日程や行

先など詳細はお問い合せください。

【問】（財）日本遺族会事務局

　　　℡ 03-3261-5521

女性と子どもの悩み事（人権）
相談所開設

　夫からの暴力、離婚、セクシャル

ハラスメント、いじめ、虐待、体罰

等の相談を受けます。相談は無料

で、秘密は固く守ります。

●日時　2 月 6 日（金）午前 10 時

から午後 3 時

●場所　長野地方法務局大町支局

●相談担当者　人権擁護委員

●その他　電話相談も受け付けます。

【問・相談】大町人権擁護委員協議

会　℡ 22-0379

子育てサポートステップアップ
講座参加者募集

●対象者　池田町にお住いで、こど

もの保育や育児相談、家事支援など

子育て家族を支えたい、これから地

域で子育てのサポートを行いたいと

お考えの方

●内容　１議：子どもの病気と事故防

止/２議：乳幼児の心と体の発達/３議：

コミュニケーション技術 / ４議：多様

な発達への理解と支援 / ５議：子ども

の栄養と食生活 / ６議：出産に伴う育

児支援 / ７議：社会的養護への理解

●日時　２月 16 日（月）午前 9 時

から午後 5 時

●会場　松本市合同庁舎

●申込締切　平成27年１月30日（金）

●その他　参加は無料で町バスでの

送迎もあります。

【問・申込】福祉課こども支援セン

ター　℡ 61-5000

26

窪田　灯
あかり

　　　 （誠・綾／林　中）

荒井　美
み お

音　（昭光・加織／七五三掛）

山本　白
はく

 　  　（翔・友理／林　中）

松澤　 駈
　かける

  　（敏樹・俊子／豊　町）

伊藤　湊
そうすけ

祐　 （宏毅・育子／竹　原）

青木　繁夫 87  1 丁目

降籏はなみ 91  花　見

髙橋　安男 75  吾妻町

荻窪今朝保 92  実　業

山本　斌人 77  4 丁目

勝野　彪 88  豊　町

中村　弘 77  鵜　山

（11 月受付分　敬称略）
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　放送大学は独自の法律「放送大学

学園法（文部科学省・総務省所管）」

によって設置されている、学校法人

です。

●日時　平成 27 年 2 月 7 日（土）・

8 日（日）午前 11 時から午後 4 時

●会場　長野市生涯学習センター　

第 6 学習室

●その他　詳しくはお問い合せくだ

さい。（月曜日と祝日は休みです）

【問】放送大学長野学習センター　

℡ 0266-58-233

水路や川に草やごみを
捨てないでください

　水路や川に刈り草やごみを捨てる

と、水の流れが悪くなり農業用施設

を傷めたり、まとまった降雨がある

と水路から水があふれ出る原因にも

なります。また、水が汚れて周辺の

環境にも悪影響をおよぼします。水

路を安全できれいに保つため、刈り

草やごみなどの投げ捨てはせず、適

正に処分するようお願いします。

　また、風の強い日は水路近くにあ

るものが飛ばされて水路に落ちない

ようにご注意ください。

【問】土地改良区　℡ 62-5068 ま

たは、住民課生活環境係　℡ 62-

2203

北アルプス広域連合
臨時職員募集のお知らせ

　北アルプス広域連合では、平成

27 年度採用臨時職員を募集してい

ます。

●募集職種　一般事務補助職員 / 介

護保険要介護認定調査員 / 養護老

人ホーム鹿島荘支援員 / 調理員 / グ

ループホームひだまりの家介護員

●申込方法　市販の履歴書に必要事

項を記入の上、一般事務補助職員・

介護保険要介護認定調査員は広域事

務所へ、養護老人ホーム鹿島荘支援

員・調理員・グループホームひだま

りの家介護員は鹿島荘へ、郵送また

は直接持参してください。

●申込締切　平成27年1月23日（金）

●その他　受験資格や雇用条件、試

験日などはお問い合せください。

【問】北アルプス広域連合総務課　

℡ 22-6764/ 養護老人ホーム鹿島荘

℡ 22-0497

信州学生協会信濃寮
入寮生募集のお知らせ

●入寮資格　長野県の出身者（男

子）で、平成 27 年に首都圏内の 4

年制（医・歯・薬学も含）大学に入

学を予定している者。または長野県

の出身者（男子）で、首都圏の４年

制（医・歯・薬学も含）大学に在籍

している者。

●募集人員　約 30 人

●毎月の寮費　平均 45,000 円（部

屋代、朝夕食費ほか電気代、水道料

など全ての共用費含む）

●入寮金　40,000 円

●入寮選考　平成 27 年 2 月 1 日か

ら 3 月末まで / 書類審査の後、面

接、小論文を実施

【問・入寮選願書用紙請求】信州学

生 協 会 信 濃 寮　 ℡ 0422-32-5479

　ホームページ http://shinanoryo.

sakura.ne.jp/

ＮＨＫ学園通信制高等学校
生徒募集

　NHK 学園では、通信制の高等学

校普通科、福祉教育、生涯学習通信

講座の生徒・受講生を募集していま

す。まずは、無料の案内書をご請求

ください。

【問】NHK 学園広報　℡ 042-572-

3151（代）

平成 27 年池田町消防団出初式

●日時　平成 27 年 1 月 18 日（日）

午後 1 時 30 分から式典、午後 3 時

30 分ごろから分列行進

●場所　式典：高瀬中学校体育館 /

分列行進：県道上生坂信濃松川停車

場線（商工会館前からバスセンター

前の間）【問】総務課総務係　℡

62-3131

放送大学入学説明会・個別相談会
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

1月　1日(年始)
内 平林メンタルクリニック 61-1577
外 狩谷整形外科医院 22-7788

1月　2日(年始)
内 近藤医院 62-9187
外 栗林医院 22-0305

1月　3日(年始)
内 太田医院 62-1010
外 西森整形外科 61-1700

1 月 　 4 日 ( 日 )
内 若林医院 62-2105
外 石曽根医院 22-0142

1 月 1 1 日 ( 日 )
内 吉村医院 61-5666
外 市立大町総合病院 22-0415

1 月 1 2 日 ( 祝 )
内 安曇総合病院 62-3166
外 安曇総合病院 62-3166

1 月 1 8 日 ( 日 )
内 はーぶの里診療所 62-0210
外 狩谷整形外科医院 22-7788

1 月 2 5 日 ( 日 )
内 平林メンタルクリニック 61-1577
外 栗林医院 22-0305

北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1Ｆ

毎週月～土19時～21時
26-6199

内＝内科　外＝外科

診
療
時
間

■医　科　　午前９時　～　午後５時  
■歯　科　　午前９時　～　正午　（要事前連絡)
■薬　局　　午前９時　～　午後５時３０分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

1月　1日(年始) おだ歯科 72-6482
1月　2日(年始) グリーン歯科クリニック 23-6666
1月　3日(年始) あづみ野歯科 62-2332
1 月 　4 日 ( 日 ) オクハラデンタルクリニック 23-0500
1 月1 1 日 ( 日 ) いいざわ歯科医院 23-7050
1 月1 2日( 祝 ) 小谷歯科医院 82-2762
1 月1 8 日 ( 日 ) 師岡歯科医院 62-9781
1 月2 5 日 ( 日 ) 小田切歯科医院 62-3134

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

1月　1日(年始) 内川薬局板取 62-9912

1月　2日(年始)
内川薬局板取 62-9912
ナシダ薬局 62-6370

1月　3日(年始) 白樺薬局 62-0010
1 月 　4 日 ( 日 ) フロンティア薬局安曇野店 61-5500
1 月1 1 日 ( 日 ) 松川とをしや薬局 61-1527

1 月1 2日( 祝 )
キムラ薬局 62-5210
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

1 月1 8 日 ( 日 ) スヤマ薬局あいそめ 62-0208
1 月2 5 日 ( 日 ) 高瀬薬局 62-1125

■1月の主な行事
期　　日 行　事　名

1月17日(土) 池田町スキー・スノーボード教室　18日まで

1月18日(日)
出初式
全町清掃デー

■1月の納税等
固定資産税（第4期）　　　　　【納期限2月2日】
国保税・後期高齢（第7期）　　　【納期限2月2日】
※口座振替日は1 月28日（水）です。前日までに残高の確認をお願いします。

■人の動き
12月1日現在　（　）内は前月比
●人口　10,355人（-2）　男 4,956人（-3） 女 5,399人（+1）
●世帯数　3,932世帯（+3）

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

1 月 　1 日 ( 年 始 ) (有)エヌ・ケイ設備工業 ０２６３-８３-２２５２
1 月 　2 日 ( 年 始 ) (有)北設備 ０９０-４４６２-６９８３
1 月 　3 日 ( 年 始 ) (有)立岩設備興業 ６２-６８３７からケータイへ転送
1 月 　 4 日 ( 日 ) 水野建設(株) ６２-６０５０
1 月 1 0 日 ( 土 ) (有)下里組 ０９０-３５５８-４９８３
1 月 1 1 日 ( 日 ) (株)信濃熱学 ６２-４０２８又は６２-０３６８
1 月 1 2 日 ( 祝 ) 佐藤設備 ６２-５３２０
1 月 1 7 日 ( 土 ) 穂高シェルクリエート(株) ０９０-７２５６-１７２７
1 月 1 8 日 ( 日 ) 朝日企画(株) ６２-５６０７
1 月 2 4 日 ( 土 ) (有)デラ工房 ６２-９００３
1 月 2 5 日 ( 日 ) (有)アルテ長野 ０２６３-８３-６５６５
1 月 3 1 日 ( 土 ) Ｗ・Ｓ小林設備 ０２６３-６２-６２２２

■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子ども支援センター ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 
高齢者総合相談

（介護・虐待・成年後見・その他）
地域包括センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談
障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 

大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 
こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 
消費生活トラブル相談

役場本庁舎　住民課生活環境係 ℡ 62-2203 
多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）
自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）
精神保健福祉相談 大町保健福祉事務所　診察室（大町合同庁舎1階） ℡ 23-6529 1月28日(水)午後2時～5時
いっぽの会（心の病とともに歩む当事者とその家族の会） 大町市総合福祉センター2階 ℡ 26-3855 毎月第4金曜日午後1時～3時
行政相談 池田町福祉会館　静養室2 ℡ 62-3131 2月18日(水)午前8時45分～正午

あすなろ会（自死遺族交流会） 長野市内
（長野県精神保健福祉センター） ℡ 026-227-1810 毎月第2土曜日

午後1時30分～3時30分

依存症家族グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

長野県精神保健福祉センター ℡ 026-227-1810

毎月第2・4木曜日
午後1時30分～3時30分

依存症当事者グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

毎月第1・3火曜日
午後1時30分～3時30分

青年期グループ
（高校生以上から39歳ぐらいまでの社会的な
活動の機会が少ない方）

毎月第2・4水曜日
午後2時30分～4時30分


